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配
水
池
か
ら
病
院
ま
で
の
重
要
管
路
を
耐
震
化
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現
代
上
下
水
道
の
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眞柄相談役

東
管
協
組

２８
年
通
常
総
代
会
開
く

ク
ボ
タ
の
Ｇ
Ｘ
形
、
Ｎ
Ｓ
形
を
採
用

ク
ボ
タ
の
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｘ

（
Ｇ
Ｘ
形
）、
Ｎ
Ｓ
形
が
米
国

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
の
カ

レ
ッ
ジ
ヒ
ル
配
水
池
か
ら
同

市
の
緊
急
時
医
療
の
拠
点
で

あ
る
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
総

合
病
院
ま
で
の
約
６
・
３
㌔

に
布
設
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
現
在
、
布
設
工
事
が
行

わ
れ
て
い
る
。
配
水
池
か
ら

の
管
路
と
、
既
存
管
路
の
一

部
の
２
系
統
を
耐
震
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
震
な
ど
の

緊
急
時
に
拠
点
病
院
ま
で
安

定
し
た
給
水
を
確
保
す
る
こ

と
が
目
的
。
使
用
さ
れ
る
の

は
φ
２
０
０
～
６
０
０
ま
で

の
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｘ（
Ｇ
Ｘ
形
）、

Ｎ
Ｓ
形
。
２
０
１
６
年
１
月

か
ら
下
流
側
の
病
院
の
周
り

０
・
９
㌔
の
φ
２
０
０
の
管

路
か
ら
工
事
が
開
始
さ
れ

た
。
今
後
は
上
流
側
の
管
路

で
の
設
計
と
施
工
が
計
画
さ

れ
て
お
り
、
φ
３
０
０
と
４

０
０
の
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
（
Ｇ
Ｘ

形
）
と
φ
６
０
０
の
Ｎ
Ｓ
形

で
順
次
布
設
さ
れ
る
予
定
。

一
方
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
市
は
、
１
９
０
６
年
の
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
地
震
で
の

大
火
災
を
教
訓
に
、
水
道
用

の
管
路
と
は
別
に
独
立
し
た

消
火
専
用
の
管
路
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
い
る
（
布
設
延

長
は
約
２
１
６
㌔
）。
こ
の

管
路
に
は
、
同
市
内
で
標
高

が
高
い
ツ
イ
ン
ピ
ー
ク
ス
に

あ
る
貯
水
池
か
ら
消
火
用
水

が
供
給
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

貯
水
池
の
水
が
な
く
な
っ
た

場
合
は
、
海
水
を
注
入
し
消

火
用
水
と
し
て
利
用
で
き
る

シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
消
火
専
用
管
路
は
設

計
水
圧
が
２
・
４
Ｍ
Ｐ
ａ
と

高
圧
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

日
本
の
震
災
で
被
害
が
な
か

っ
た
実
績
を
評
価
し
、
こ
の

消
火
専
用
管
路
に
も
日
本
製

の
耐
震
形
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管

の
採
用
を
決
定
し
た
。
２
０

１
５
年
�
月
か
ら
再
開
発
地

域
の
工
事
に
合
わ
せ
て
、
φ

５
０
０
の
Ｎ

Ｓ
形
が
０
・

８
㌔
布
設
さ

れ
た
。
今
後

も
再
開
発
地

域
の
工
事
に

合
わ
せ
て
耐

震
管
の
布
設

が
行
わ
れ
る

計
画
と
な
っ

て
い
る
。

ク
ボ
タ
は

設
計
支
援
、
施
工
前
の
接
合

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
現
地
で
の

施
工
指
導
を
実
施
し
て
い

る
。
管
の
施
工
は
米
国
の
民

間
工
事
会
社
に
よ
っ
て
行
わ

れ
て
お
り
、
工
事
会
社
か
ら

は
「
日
本
製
の
耐
震
形
ダ
ク

タ
イ
ル
鉄
管
の
品
質
と
施
工

性
は
非
常
に
よ
い
」
と
好
評

だ
っ
た
。

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
で

は
大
規
模
な
地
震
の
発
生
が

想
定
さ
れ
て
お
り
、
同
市
水

道
及
び
消
火
専
用
管
路
の
震

災
対
策
と
し
て
日
本
の
耐
震

管
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

小
島
貞
男
は
東
京
高
等
師
範
学
校

（
現
・
筑
波
大
）
理
科
第
三
部
博
物

科
卒
業
後
、
都
立
千
歳
中
学
校
教
諭

と
な
り
、
出
征
経
験
を
経
て
、
昭
和

�
年
か
ら
国
立
公
衆
衛
生
院
に
勤
務

し
て
い
た
。

水
道
へ
の
第
一
歩
は
、
衛
生
院
時

代
に
貯
水
池
系
原
水
の
ろ
過
池
閉
塞

障
害
の
問
題
解
決
に
つ
い
て
東
京
都

水
道
局
か
ら
依
頼
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
と
聞
く
（
昭
和
�
年
�
月
）。
水

道
水
質
界
に
お
け
る
専
門
分
野
は
い

わ
ゆ
る

生
物
屋

で
、
著
書
、
学

会
誌
、
ご
逝
去
時
の
多
く
の
追
悼
文

な
ど
か
ら
、
学
術
研
究
の
素
晴
ら
し

さ
や
そ
の
発
想
の
豊
か
さ
を
十
二
分

に
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
注：


日
水
コ
ン
Ｈ
Ｐ
「
小
島
名
誉
顧
問

を
偲
ん
で
」
参
照
）。
こ
こ
で
は
多

摩
川
の
水
質
汚
濁
が
最
も
著
し
か
っ

た
昭
和
�
年
か
ら
東
京
都
水
道
局
を

退
職
す
る
昭
和
�
年
ま
で
の
玉
川
浄

水
場
（
多
摩
川
最
下
流
で
取
水
・
粉

末
活
性
炭
処
理
・
日
量
約
�
万
立
方

㍍
・
田
園
調
布
な
ど
に
給
水
）
で
の

仕
事
ぶ
り
と

人
柄
を
紹
介

さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と

し
た（
単
に
、

私
が
部
下
だ

っ
た
期
間
）。

こ
の
間
の
出

来
事
を
端
的

に
言
う
と
、

「
汚
濁
原
水
と
の
格
闘
、
玉
川
浄
水

場
の
停
止
、
お
い
し
い
水
づ
く
り
」

と
い
え
る
。

多
摩
川
の
汚
濁
、
す
な
わ
ち
、
玉

川
浄
水
場
の
原
水
汚
濁
は
、
毎
年
�

月
頃
か
ら
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素
や
Ａ

Ｂ
Ｓ
が
増
え
始
め
、
ア
ン
モ
ニ
ア
態

窒
素
は
�
ｐ
ｐ
ｍ
を
超
え
、
Ａ
Ｂ
Ｓ

は
５
ｐ
ｐ
ｍ
に
も
達
す
る
。

当
初
、凝
集
剤
は
固
形
バ
ン
ド（
冬

季
は
ア
ル
ギ
ン
酸
ソ
ー
ダ
併
用
）、

粉
末
活
性
炭
は
Ａ
Ｂ
Ｓ
の
	
倍
量
を

注
入
（
水
分
�
％
仕
様
の
解
袋
作
業

は
ま
る
で
煙
突
の
中
の
様
）、
前
塩

素
は
ブ
レ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
処
理
の
た

め
多
量
注
入
（
１
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
超
は

当
然
、最
大
は
３
５
０
ｐ
ｐ
ｍ
）で
、

浄
水
の
残
留
塩
素
２
・
０
～
２
・
５

㎎
／
Ｌ
の
確
保
は
神
業
と
い
え
た

（
残
塩
の
不
検
出
が
最
も
怖
い
）。
そ

の
後
に
登
場
す
る
低
水
温
、
低
ア
ル

カ
リ
、
高
濁
度
で
効
果
的
な
Ｐ
Ａ
Ｃ

（
凝
集
剤
）
は
、
昭
和
�
年
頃
か
ら

繰
り
返
し
検
討
を
重
ね
使
用
を
開
始

す
る
が
、
そ
の
間
に
指
示
を
受
け
た

ジ
ャ
ー
テ
ス
ト
の
数
は
並
大
抵
で
は

な
か
っ
た
。

多
摩
川
は
毎
週
の
よ
う
に
魚
が
浮

上
し
た
。
浅
川
（
多
摩
川
上
流
の
支

川
）
で
の
シ
ア
ン
事
故
時
に
は
、
明

け
方
、
小
島
課
長
に
同
行
し
車
で
川

を
遡
る
と
、
当
時
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

球
場
付
近
で
大
き
な
鯉
が
至
る
所
で

く
る
く
る
と
円
を
描
い
て
鼻
上
げ
、

更
に
そ
の
上
流
部
で
は
両
岸
へ
飛
び

上
が
っ
て
い
た
。
原
水
や
浄
水
の
連

絡
管
等
が
な
い
当
時
、
取
水
停
止
は

考
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
水
質
課
長
判

断
で
実
施
し
た
。
後
日
、
取
水
停
止

が
遅
い
と
か
、
場
内
に
シ
ア
ン
が
取

水
さ
れ
た
な
ど
の
追
及
が
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

ま
た
、
玉
川
浄
水
場
の
配
水
系
で

は
カ
シ
ン
ベ
ッ
ク
病
発
生
が
多
い
と

唱
え
る
Ｃ
大
学
Ｔ
教
授
（
こ
の
教
授

し
か
カ
シ
ン
ベ
ッ
ク
病
患
者
と
判
定

で
き
な
い
と
い
う
）
や
、
そ
の
原
因

物
質
の
分
析
者
で
あ
る
Ｔ
大
学
Ｈ
先

生
と
の
や
り
と
り
が
幾
度
と
な
く
あ

っ
た
。
後
日
、
存
在
す
る
と
し
て
い

た
物
質
は
誤
分
析
と
判
明
し
小
さ
な

記
事
で
報
じ
ら
れ
た
が
、
結
果
と
し

て
、
所
長
時
代
の
玉
川
浄
水
場
停
止

（
昭
和


年
９
月
）
へ
の
引
き
金
と

な
っ
た
。
取
水
停
止
後
も
種
々
の
実

験
を
重
ね
、
急
速
ろ
過
池
に
は
粒
状

活
性
炭
を
敷
い
て
再
開
を
待
つ
が
、

他
水
系
で
水
量
が
確
保
さ
れ
て
い
た

こ
と
も
あ
っ
て
残
念
な
が
ら
再
開
と

は
な
ら
か
っ
た
。

そ
の
他
、
逸
話
と
し
て
は
軍
隊
時

代
の
砲
兵
隊
長
と
し
て
の
迫
力
あ
る

砲
撃
の
か
け
声
を
幾
度
か
披
露
さ
れ

た
こ
と
、
写
真
撮
影
が
趣
味
の
一
つ

で
私
も
や
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
よ
く

声
を
か
け
ら
れ
た
こ
と
、
中
近
東
へ

出
張
の
際
、
お
土
産
と
し
て
当
時
高

価
な
「
ジ
ョ
ニ
黒
」
を
持
っ
て
来
ら

れ
て
皆
で
少
し
づ
つ
味
わ
っ
た
こ

と
、「
あ
ら
い
や
く
し
ま
え
（
新
井

薬
師
前
）」
を
「
あ
ら
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
せ
」
と
読
ん
で
「
粋
な
駅
名
が

あ
る
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
、
渋
谷
駅

で
一
番
前
に
並
ん
で
い
て
「
確
実
に

座
れ
る
」
と
思
っ
て
い
た
ら
、
押
さ

れ
て
反
対
側
の
ド
ア
か
ら
押
し
出
さ

れ
た
こ
と
、
鞄
の
中
の
「
ヤ
モ
リ
」

に
空
気
を
入
れ
て
あ
げ
よ
う
と
電
車

内
で
見
て
い
た
ら
隣
の
女
性
客
が
立

っ
て
出
て
行
っ
た
こ
と
な
ど
語
り
出

す
と
切
り
が
な
い
。

小
島
は
結
構
出
張
が
多
く
、
職
場

に
い
て
も
来
客
が
ひ
っ
き
り
な
し

で
、
部
下
と
し
て
業
務
以
外
の
話
を

す
る
機
会
は
恐
れ
多
く
て
あ
ま
り
な

か
っ
た
が
、
仕
事
を
素
早
く
片
付

け
、
即
報
告
す
る
と
、
と
て
も
喜
ば

れ
そ
れ
が
励
み
に
な
っ
た
こ
と
を
よ

く
覚
え
て
い
る
。
口
癖
は
、「
下
水

処
理
水
は
Ｂ
Ｏ
Ｄ
	
ｐ
ｐ
ｍ
、
浄
水

処
理
は
Ｂ
Ｏ
Ｄ
５
ｐ
ｐ
ｍ
以
下
が
対

象
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
	
ｐ
ｐ
ｍ
を
５
ｐ
ｐ
ｍ

に
す
る
技
術
を
開
発
す
る
必
要
が
あ

る
。
出
来
上
が
っ
た
水
は
安
全
で
美

味
し
く
な
い
と
い
け
な
い
」
で
あ
っ

た
。
そ
れ
に
は
生
物
処
理
と
オ
ゾ
ン

処
理
が
必
要
と
考
え
て
い
た
。
生
物

処
理
で
の
課
題
は
高
濃
度
の
ア
ン
モ

ニ
ア
を
処
理
す
る
の
に
如
何
に
酸
素

を
供
給
す
る
か
で
、
散
水
ろ
床
、
多

段
ろ
過
、
横
ろ
過
な
ど
を
検
討
し
、

チ
ュ
ー
ブ
（
ハ
ニ
コ
ー
ム
）
式
接
触

酸
化
に
た
ど
り
着
い
た
。

年
齢
差
の
た
め
か
厳
し
さ
を
感
じ

と
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
仕

事
へ
の
直
向
き
さ
一
つ
を
と
っ
て
も

水
道
水
質
界
の
先
生
と
い
え
る
。

平
成
�
年
�
月
�
日
、
寄
贈
図
書
に

対
す
る
日
水
協
か
ら
の
感
謝
状
を
持

参
し
た
と
き
の
訪
問
が
最
後
と
な
っ

た
が
、

歳
の
当
人
の
傍
ら
に
は

「
一
、
気
は
長
く

つ
と
め
は
か
た

く

色
う
す
く

食
ほ
そ
う
し
て

心
ひ
ろ
か
れ
」
と
天
海
僧
正
の
養
生

訓
が
貼
ら
れ
て
い
た
。
翌
年
３
月
、

生
涯
現
役
を
貫
き
天
寿
を
全
う
さ
れ

た
。

（
執
筆＝

西
野
二
郎
氏
）

眞眞
柄柄
泰泰
基基
・・
全全
国国
簡簡
易易
水水
道道
協協
議議
会会
相相
談談
役役

１
９
９
４
年
に
米
国
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
市
で
ノ
ー
ス
リ
ッ

ジ
地
震
が
発
生
し
、
都
市
イ

ン
フ
ラ
が
大
き
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
こ
の
時
の
被
害

が
社
会
に
与
え
た
影
響
は
か

つ
て
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
日

本
か
ら
も
日
本
水
道
協
会
な

ど
が
調
査
に
行
き
ま
し
た
。

こ
の
１
年
後
に
阪
神
・
淡
路

大
震
災
が
発
生
し
、
水
道
施

設
も
大
き
な
被
害
が
出
て
耐

震
化
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
地
震
を
受
け
て

日
米
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
く
こ
と
に
な
り
、そ
の
後
、

台
湾
地
震
が
発
生
し
た
こ
と

か
ら
日
米
台
で
開
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
は
日
本
の
耐
震
管
の

技
術
が
進
ん
で
い
る
と
評
価

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
米
国

で
耐
震
形
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管

が
施
工
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

で
、
国
際
的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
が
技
術
の
普
及
に
貢
献

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
言

え
る
と
思
い
ま
す
。

世
界
で
は
日
本
の
水
道
技

術
が
か
な
り
採
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
外
国
で
評
価
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
も
っ
と
水
道
関

係
者
は
知
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
今
回
の
施
工
を
新

し
い
技
術
を
取
り
入
れ
る
契

機
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
米
国
で
日
本
の
耐
震
形

ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
を
採
用
す

る
に
は
、
イ
ン
チ
と
ミ
リ
と

い
っ
た
単
位
の
違
い
な
ど

様
々
な
障
壁
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
障
壁
を
乗
り
越
え

る
ほ
ど
、
日
本
の
水
道
技
術

が
優
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

日
本
で
も
耐
震
形
ダ
ク
タ

イ
ル
鉄
管
が
も
っ
と
採
用
さ

れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
場
所
に
入
れ
た

ら
い
い
か
を
も
っ
と
勉
強
し

て
ほ
し
い
で
す
。
例
え
ば
、

基
幹
管
路
を
優
先
し
て
耐
震

形
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
に
す
る

こ
と
や
、
耐
震
性
貯
水
槽
を

設
置
し
て
耐
震
形
ダ
ク
タ
イ

ル
鉄
管
で
管
網
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
作
る
な
ど
、
重
要
地

域
の
耐
震
化
を
積
極
的
に
進

め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

組
合
員
の
加
入
促
進
を

東
京
都
管
工
事
工
業
協
同

組
合
（
佐
藤
章
理
事
長
）
は

�
日
、
東
京
都
港
区
の
赤
坂

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ぷ
ら
ざ
で
平

成
�
年
通
常
総
代
会
を
開

き
、
平
成
�
年
度
事
業
計
画

な
ど
を
決
め
た
。

総
代
会
の
冒
頭
、
あ
い
さ

つ
し
た
佐
藤
理
事
長
は
「
熊

本
地
震
で
は
復
旧
支
援
に
出

動
し
た
。
１
日
も
早
い
復
旧

を
願
っ
て
い
る
。
管
工
事
業

界
の
動
き
と
し
て
は
、
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
更

新
制
度
を
中
心
と
す
る
水
道

法
改
正
が
進
展
し
て
い
る
。

一
方
、東
京
都
水
道
局
、
下

水
道
局
が
今
後
５
年
間
の
事

業
運
営
の
指
針
と
な
る
経
営

計
画
を
公
表
し
た
。
経
営
計

画
で
注
目
さ
れ
る
の
が
下
水

道
局
が
災
害
時
に
お
け
る
排

水
設
備
の
復
旧
体
制
で
当
組

合
の
総
合
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
セ

ン
タ
ー
を
都
民
相
談
窓
口
の

拠
点
に
位
置
付
け
る
と
と
も

に
、
液
状
化
な
ど
に
伴
う
排

水
設
備
と
公
共
下
水
道
の
公

私
境
界
接
続
部
の
応
急
復
旧

を
災
害
協
定
締
結
団
体
で
あ

る
当
組
合
が
担
う
こ
と
を
明

確
に
し
た
こ
と
だ
。
ま
た
、

加
入
促
進
や
水
道
あ
ん
し
ん

診
断
の
推
進
、
管
工
機
材
・

設
備
総
合
展
の
開
催
な
ど
を

重
点
的
に
進
め
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
、
組
合
員
の
協

力
を
求
め
た
。

平
成
�
年
度
事
業
計
画
で

は
、
流
量
計
算
ソ
フ
ト
「
お

り
ゅ
う
さ
ん
」の
販
売
促
進
、

給
水
装
置
工
事
の
電
子
申
請

へ
の
対
応
、
防
災
訓
練
へ
の

参
加
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
セ
ン

タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
強
化
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
事
業
を
展
開
し
て

い
く
方
針
だ
。

ササンンフフラランンシシススココでで耐耐震震形形ダダククタタイイルル鉄鉄管管をを布布設設

小島 貞男
大正５年（１９１６年）～平成２４年（２０１２年）

耐
震
形
ダ
ク
管
の
採
用
を

「淀の大放水路」を着々と整備
大阪市下水道
会 計 予 算 経営改革で新会社設立へ

消
火
専
用
管
路
で
も
耐
震
ダ
ク
管
を
採
用

佐藤理事長

コ
メ
ン
ト

サンフランシスコ市でφ５００ＮＳ形を布設

２０１６年（平成２８年）５月３０日（月曜日）

汚
濁
原
水
と
格
闘
し
浄
水

処
理
技
術
発
展
に
寄
与


